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　　　War丑．They　are　the　only　buildings　that　still　re皿ain．

　　　　The　object　of　this　study　is　first　to　place　these　dwellings　as　the　historically　important　program　ill　urball

　　　planning，and　second　to　analyze　the　drastic　changing　of　living　space　by　extellsion，called　‘‘DASHrYA”．

　　　　This　study　made　it　clear　that　this　dwellings　were　a　model　of　housing　policy　in　Osaka　before　the　War，

　　　and　that　under　the　special　restriction　dwellers　extellded　house　for　the　purpose　of　ilnproving　the　slnall

　　　house　to　adapt　to　changing　of　life　style．
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1．研究の背景・目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベビーブーム期に住戸内部および増築部の改築・修繕が活発化して

　大正12年におこった関東大震災以降、わが国では都市の不燃化　　いく。その後、住宅の老朽化が深刻となるなかで、昭和59年に

が叫ばれるとともに、老朽化した木造家屋密集地区のスラム化の問　　は、大阪市による補修工事が行われている。同時に建替えを含めた

題が社会問題化する。昭和2年、不良住宅地区改良法が公布され、　　住宅再建が大きな対世となっていった注11。

同年2月、大阪市下寺町の地区指定を皮切りに、全国7都市におい　　本改良住宅は、60年以上にわたって継続居住されてきた公営共

て不良住宅地区改良事業が施行された。　　　　　　　　　　　　　同住宅事例として他に例をみないものである。また、共同住宅であ

　下寺・日：東改良住宅は、わが国初の鉄筋コンクリート造市営改良　　りながら、住戸開口部では増築が無数に行われ、廊下等の共用空間

往宅であり、戦前の改良住宅としては唯一現存する住宅である。建　　では植栽等の表だしや椅子が使われる等立体路地のように利用され

設当時、最新技術の粋を結集して計画された「鉄筋コンクリート3　　ている。居住者が自律的に生活スタイル（共同体、住空間）をつく

階建て共同住宅」の生活は、以前の長屋にすんでいた居住者にとつ　　りあげてきたという視点にたてば、都市型集住のあり方がクローズ

て大きな生活環境の変化であり、その戸惑いは想像に難くない。ま　　アップされてきている現在、本改良住宅は現代的な意義をもつもの

た周辺住民からは、白く大きな住宅に対して、「軍艦アパート」と　　として位置づけることができる。

異名をとるなど、注目の的であったことがうかがえる。　　　　　　　　戦前の不良住宅地区の改良事業および本改良事業地区に関する既

　大阪大空襲によって焦土と化した市内において、戦火に耐えぬい　往の研究成果には以下のものがある。

たこの住宅では、戦後の住宅難、住宅管理の混乱のなかで、居住者　　　事業施行当時の従前地区の実態調査および事業計画に関する報告

の大幅な入れ替わりがおこっている。そして、屋上や中庭などの共　　については、中村寛が「住宅経営」　（1933）Pのなかで整理してい

有空間には多くのバラックが建てられ、住宅環境は大きく変容して　　る。また、本改良住宅に関する主な研究としては、住田昌こによる

いった。そして、昭和30年置以降、ベビーブームによる世帯人員　　「不良住宅地区改良の研究」　（1967）2》があげられる。住田は、不

の増加にともなう住宅の狭小性から、各住戸開口部からの増築（出　　良住宅地区の変容に関する検討として本住宅を事例としてとりあ

し家）が活発に行われた。そして昭和40年から50年代の第二次　　げ、改良事業の総括的成果を明らかにしている。ここでは、戦前住
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宅地区改良事業がモデルとしての物理的改良のみにとどまり、行政　　これらは大都市の中心部に位置し都市発展上輿も問題となるスラム

の事業後のフォロー（生活改善のための居住者対策および、住宅管　　をモデル的にとりあげた細民救済的なクリアランス型の事業であ

理）が行われていないこと、そして地区住民の主体的な生活改善の　　り、当時の社会運動に対する融和的な政策として、住宅政策という

意識の欠如によって、地区の再不良化が著しいことが指摘されてい　　よりも杜会政策事業の一環をなすものであった（表1）。

る。その他、不良住宅地区改良事業の評価については、広原盛明　　（1）東京市猿江裏町改良住宅517川

（！975）3）や内田雄造（1989）4）の論文でなされている。また佐　　　この事業は、震災スラムの改良を目的として大正15年（財）同潤

藤圭二は「都市貧困地区の再開発に関する基礎的研究」　（ユ975）5〕　会によって着手されたわが国初の不良住宅改良事業である（土地収

において、名古屋市奥田町地区を取り上げている。関連研究として　　用法による）。住宅建設は2期にわけて行われ、第1期では事業区

は、戦前の住宅施策において中心的な役割を果たした同戦国に関す　　域外に購入した土地！，275坪（約4，200m2）に140戸を建設し、そこ

る一連の研究があげられる。なかでも事業史、住環境形成およびそ　　に2期工事に当たる部分の住民を入居させ、昭和5年の第2期の住宅

の変遷に関する研究としては、佐藤滋による集合住宅団地の変遷に　　153戸と善隣館（隣保館）の完成後、住民が移転し、全事業が完成

関する研究（1989＞6）、そして大月敏雄による「集合住宅における　　した。

経年的住環境運営に関する研究」　（1997）7）などの成果が注目され　　　その後、60年の歳月を経て老朽化も著しくなったため、地権者

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が、老朽化した同潤会アパートの建て替えと隣接する総合病院や商

　以上のような問題意識にもとづいて、本論文では、次の2点を研　　業施設、公園等を一体的に整備することを目的として再開発組合を

究の目的とする。第1には、全国7都市で行われた改良住宅事業の　　結成。平成元年6月に都市計画決定、市街地再開発法にもとつく組合

変遷をレビューするとともに、下寺・日東改．良住宅を歴史的に重要　　施行によって21階建高層住宅として建て替えられたの。

な都市・住宅計画として位置づけ、その上で計画の特徴を明らかに　　（2）名古屋市奥田目地区改良事業5）’。）

すること。第2に、歴吏的変遷をあとづけるものとして、最もドラ　　　この地区は、愛知県が大正15年3月に設立した（財）愛知県社会

スティックにこの住宅の変容を特徴づけている増築空聞「出し家」　　事業協会が、中区下奥田地区で、一部同和対策的な意味あいをもつ

を取り上げ、その空間的特性を明らかにすることである。「出し　た改良事業を行った地区である。いったんは良好な住宅地となった

家」空間を60年余の集住過程で生み出された空間の醸成過程として　　が、戦災により木造住宅の大半が焼失した。戦後その跡地には無許

とらえ、また、居住者の住空間への関わりを積極的に評価してとら　可の家屋が立ち並び、また、2階建てアパートは屋上まで増築する

えている。その上で、出し家のタイプ、形態、規模、用途（使い　　等、住宅の過密度、老朽住宅の割合、火災などの危険度等、劣悪で

方）と居住密度の改善といった側面から空間的特性を把握する削。　　大規模な老朽住宅地区といわれるようになった。名古屋市はこの地

　本研究における方法は以下の通りである。事業の歴史的把握と計　　区の根本的な改善を目指して昭和46年度から3年間にわたって調査

画の特徴については各種文献の整理と各自治体へのヒアリング調査　　し、住宅地区改良法により住環境の整備を施行した。昭和52年4月

を行い、同時に住宅の平面・立面の復元図を作成するために実測を　　に地区指定、翌年事業認可を受けて改良事業に着手し、平成5年に

おこなった。また、「出し家」空間については、実測調査による現　　完成、平成6年半は住宅管理を開始しているω。

況図の作成とともに居住者へのヒアリング（50％サンプリング）に　　（3）神戸市葺合新川地区

よる住み方調査を行った。調査は、南日東、北日：東、下寺の3つの　　　この地区は、旧生田川の付け替え以降、神戸の都市化・近代化の

改良住宅地区を対象に、1992年10月から1994年1月にかけて実施し　　なかで生まれた。この事業は昭和5年に地区指定、昭和6年に事業

た劃。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認可を受けて事業着手された。昭和8年から昭和10年にかけて総数7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棟326戸が建設された。しかし、その後は、戦争にともなう資材

2．不良住宅地区民良法の制定と不良住宅改良事乗　　　　　　　難・財政難等により事業は停滞し、隣保館等の付帯施設を本事業か

　大正14年、政府は各地方長官に命じ、「人口5万人以上の都市お　　ら削除するとともに、昭和18年に木造住宅60戸を完成して事業は終

よびその隣接市町村において、大体100世帯以上の不良住宅が密集　　了した。戦後、戦災復興が進む中で、バラックの密集による住環境

し、衛生、風紀、保安等に有害または危険のある集団地区」を対象　　の再悪化が問題となり、昭和26年の公営住宅法制定後、昭和32年か

に不良住宅地区の調査を行なった（不良住宅地区217ケ所、地区総　　ら34年にかけて2棟54戸の改良住宅が建設された。昭和35年に住宅

面積；200万9，081坪、世帯；7万2，612世帯、人口；30万9，085人、　　地区改良法が施行されると、戦前の不良住宅地区改良事業で未着工

6大都市においては地区約15ヶ所1万3，000世帯）。そして大正15　であった部分を新生田川第1地区として事業化、昭和42年度に第！地

年、　（財）同潤会は、東京市猿江裏町地区において、わが国初の不　　区の完了以後4回にわたる改良事業を行い、昭和61年に完了した12）。

良住宅地区改良事業（土地収用法による）を行なった。その後、調　　以後、一部住戸で住戸改善計画が策定されていたが、平成7年1月

査の答申を受けて昭和2年不良住宅地区割良法が公布、昭和3年東　　の阪神・淡路大震災で一部住宅が全壊した。平成9年現在、再建住

一票2地区（三河島町地区、西巣鴨町地区）、大阪市1地区（下　　宅の建設とともに事業が継続されている。

寺・日東町地区）、名古屋市1地区（奥田町地区）、横浜市1地区　　（4）横浜市南太田町地区13）

（南太田町地区）、昭和5年神戸市1；地区（葺合新川：地区）、昭和　　　（財）琴弾会が手がけた不良住宅地区改良法による改良事業とし

8年東京市1地区（日暮里町地区）が指定され、改良住宅が建設され　　ては、横浜市南太田町地区があげられる。この地区における改良事

た。戦争のため昭和17年に中止されるまで、以上7地区（猿江裏町　　業は、猿江裏町の事業の一部変更にともなって生じた余剰金をもつ

地区を含めると8地区）において4，145戸の改良住宅が建設された。　　て行われ、昭和2年に公布された不良住宅地下野良法による初めての
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事業であった。元々この地域は、猿江裏町と同様、関東大震災以前　　　また、不良住宅地区改良法にもとつく事業は、同潤会による東京

からの不良住宅地であった。しかし、震災後、バラックを建てて再　市日暮里町地区をもって終了する。この地区は、昭和8年（1933

び住民が住むようになり、物的環境の悪さとともに風紀、衛生的に　年＞9月に事業認可を受けた。しかし、土地買収は進んだものの、住

も劣悪で、猿江裏町と比べてもはるかに劣っていたという。この事　　民の抵抗で建物買収や仮移転は進まず、計画当初のアパートメント

業は、「木骨コンクリート」と当時呼ばれた木造モルタル造住宅建　　建設はできなかった。そして、立体4戸建の普通住宅とならざるをえ

設であり、普通住宅で用いられていた重砲形式（標準的な間取り　ないまま、昭和13年（！938年）1ユ月、第3期工事の完了により終

は、6畳、4畳半、3畳と台所であった）が多用され、同塵会が震災　　結した。

直後に建設した普通住宅の質を若干上回る程度の住宅であった。ま

た、全般に生活空間としての激変を避けるため、一部は既存の長屋　　3．大阪市営下寺・目粛改良住宅の建設と計画の特徴

を存置させる等、区画整理と新住宅建設を基調とした比較的穏やか　　3－1　地区の歴史的概要と事業の背景15）ユ5）17m）19脚

な事業であったといわれているM）。戦災以降新たに住宅地となり、　　　明治以前から、この地区は大阪市の場末であった。しかし、江戸

現在は当時の面影を知ることは出来ない。　　　　　　　　　　　　時代の大阪三郷（天満組、北組、斗組）の南端は道早堀で、そこか

（5）その他の地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら堺をこえて大阪と和歌山を結ぶ紀州街道の起点にあたり、諸国か

　：東京府を事業主体として、東：京市西巣鳴町、三河島町地区の改良　　ら出稼ぎにくる季節労働者をはじめ行商人を泊めるため、道路の両

事業が行われている。両地区は、昭和3年（1928）3月に地区指定を　　側には木賃宿、売春宿が並んでいた。しかし、明治4年に大阪府は木

受けて鉄筋コンクリート造3階建住宅をそれぞれ310戸、228戸建　　賃宿を廃し他に移させたため、その地域や市街地の周辺に密集裏長

設、いずれも昭和8年に竣工している8㌔その後、昭和26年の公営　　屋が自然発生的につくられていった。

住宅法、昭和35年の住宅地区改良法の制定にともなって改良住宅と　　　その後、この新世界地区周辺は、明治36年の内国勧業博覧会の開

して建て替えられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　催や明治42年の市竜（堺筋）の開通による周辺地区の開発、整備に

　表1　不良住宅地区改良法によって施行された改良事業一覧（猿江裏町地区は土地収用法による）

　　　　鋤区　三越。　。識。　鵡鵬　塵室露。　。溜賑飴齢。　，轟臨。。否否。
　　　麺区面積　（坪）　　　　　　18，796　　　　　　　　4β58　　　　　　　　13，930　　　　　　　　2，354　　　　　　　　　6，449　　　　　　　　10，289　　　　　　　　　3，112　　　　　　8，729162851

　事駆人。（人）　6，072　　1β17　　2茄9　　917　　1，117　　3β63　　940　　2」15
桑鶉栗欝蜘1忽・（12凶　姻妬・｝　5261・・9｝　256　　－　　777〔69・）　一　　・・㈱11

　質　　鴛世帯　（世帯）　　　　　　1，688　　　　　　　　　　422　　　　　　　　　　537　　　　　　　　　　234　　　　　　　　　　258　　　　　　　　　　701　　　　　　　　　　305　　　　　　　　　　523

・世 D麓人　12　　1・　　13　　9　・・66…人・　一　　12　　2・115
　款　　麟　　子芋屠器慧酷葺詮禁書黄蓑、　醗『島昇恥　楚1臭告轟卜羅綾舞野旺鷺男旱＝腔さ肱肛旧羅等　闘響胴鳳

混生・…窯鵬’｣陥・二合：・1二二講二三：・1：1虻二合：・・：諜盃：1響・警糊

　　　　　地区招定　　　　　　S．3．2．9　　　　　　S．3．326　　　　　　S．3326　　　　　　S．3．3．29　　　　　　S3523　　　　　　S．5．10．3　　　　　　　S、8．9　　　　　　T．15．5．22

　　　　　縦体　大肺　伽　膿黎撫　鯨府　・財・同・会　神戸市　・財剛会　・財1關会
　　　　　　　　　　天王寺区下寺町3，4丁目、　北畳島雛三河島町大字中区具田町、下具宙町．豊島区西巣噴町大字巣鴨．横浜市中区商太田町掌大吾婁道5，5丁目．北本町　軍鼠宙艶川区日薪里町3　寮寡南深川区猿江裏町

事　躯　藍黙鵠隠猛羅謬毒ケ坪・響論囎撫の一郁　紅土編冒士鵬心証騨晃丁ロ
　　　　　　　　　　ヨ　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れ　　　も　　　　　の　

　　　　　　　　　　　RC造3階建　　　RC造3階建　　RC造3階建　　RC造3階建　　木造鉄網コンクリート　RC造3・4階建
　婁　　住宅建設｛戸1　　728（115841　　　310〔322｝　　　2031537｝戸　　　228（234｝戸　　弓駐ル外塗2階建　　326（702）　　　木造1・2階建　　RC造3階建

　　　　力・訥は目口戸数　　聖裁2階建　　　木造2階建　　．木造2階建　　　木造2階建　　　　246　　　木造簡易住宅　　　　189　　　　293（294）

　　　　　　　　　　　　134｛146】　　　　　　　　199　　　　　　　　　334　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60

　計　　　店舗付住宅　　　　　　　　87　　　　　　　　　　　12　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　12　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　56　　　　　　　　　　　15　　　　　　　　　　　43

　　　　家賃　　住宅　　　【Rq6．9～10．2　　‘Rq6．6・【木14．6　　　　　　　　　　　　円q7．8・1木｝3・8　　　1・2～30．4　　　　　　　　　　　　　　a8～189　　　　　15～14・ア

　　　　【円〕　店鋪付　　【Rc｝12．5～24　　1Rqで4，5、休｝10．3　　　　　　　　　　　　【Ro｝15，0

百住f積14β4脚　・渕釦　・」77餌　乳・2晒　　一　　一　　1脚　　ag3・
　　　　事桑費⊂円，　　　　　6脚199箪209　　　　　　1221、326　　　　　　1，519．862　　　　　　　861，626　　　　　　　753，759　　　　　　2，605，642　　　　　　　538，131　　　　　　2．096，651

　　　　r下段計日購｝　　　　　5、916，897　　　　　　11337」90　　　　　　1，886，786　　　　　　879，930　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，368、015　　　　　　740，127

　　　　　　　　　　地区内に木造平田144．岡町驚　田に敷地　　遭20戸、RC78戸　瀧の川地区　に敷　　　遭片流亜鉛引波形　　木造平厘35戸　　　　木造21戸　　　区画整理事　に言書

　　　　　仮住宅譲繍贈講群賊　　　撃蛋魏鑛木構獄霧屋　　　　　盟坪の糊地
　　　　　　　　　　鉄筋3階建78戸建設　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38戸（2）

　　　　　施行年敷　　　　　S．2～17　　　　　S．2～8　　　　　S．3～5　　　　　S．2～8　　　　　S．3～5　　　　　S．6～18　　　　　S．8～13　　　　T15～S，5

　　　　　灘踏霧黙雛甑剛嚇灘畷真翌翌　 一　野帰・禍　 一　・靴腿棚膿轟麟
　　　　　事桑年　　　　現子　　　S．47～50　　S．53～H．5　　S．35～45　　　焼失　　　　S．3～61　　　　焼失　　　　H．4肉8

現鵜手法現醐・木・公、蟹i蔭鵠、鰭鶯賠i離懲。膿轡　　　讐欝．響　　　制市観礪
　　　　　　　　　　　欝罐賢　・醐・恥・珊隙・・〉〈西巣鴨2丁印ハ〉　　　・生恥・…　　　醜こ隔て讐え
　　　　　塘区面積　　　建て讐え申　　　　　　　一　　　　　　　6・4ha　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　3・7hg　　　　　　｝　　　　　　　1・6ha

在　住戸数　　　　RC離…戸　・棟・。・戸　・C・1ア・戸　　　1r欝譜区　　　物轟縛

　　　　　・撒　　　一雛。唯一　　難鑑　　畜院・綿㈹
　＊表は、参考文献1）4）8）9）10）ユ1）12）17）20）および各地区事業報告書等をもとに作成した
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よって沿線の環境はますます大きく変化する。一方、整備の進む表　　で東に下寺町第1住宅、西に北日東町住宅と衛日東話説1住宅があ

通りに比べ、そのような開発によって底辺層の長屋居住者が裏通り　　る。いずれも鉄筋コンクリート造3階建であり、下寺町回1住宅1～

へと追いやられ、裏長屋地域が再形成されていった。明治以隆の近　8号棟、南日東町回1住宅ユ～5号棟、北日東町住宅1～3号棟の計16

代化による人口急増と、そうした特定地域への密住が居住生活環境　　棟である。住戸数は下寺264戸、南日東260戸、そして北日東126戸

に大きな影響を与えることとなり、住宅問題が不良住宅地区の発生　　の計650戸で構成されている。基本的に南北に敷地を貫通する主要

という形で現われたのである。　　　　　　　　　　　　　　　　道路を通し、配置計画は、1型をコ型、L型で囲むという囲み配置

　そのような状況のなかで、大正12年関一が市長となり大正14年の　　を基本としている。当時、平行配置によって住宅の居住性を高める

隣接町村の合併以降「長町」、「釜が晴」を含めた南部貧困者街へ　　べきか、それとも街路にそって建築し、囲み型によって中庭を確保

の対策として行われたのが不良住宅地区改良事業である。事業は、　　することで住宅の安全性を高めるべきかの検討がなされたが、最終

当時の社会事業施策の中でも経済保護事業の一環として行われてい　　的には住宅の安全性を高める計画に決定された。

る齢。この年には、大阪市社会部蜘によって改良事業を行うため　　住棟・平面計画をみると、下寺町第1住宅では、7、8号棟の一部

の基礎的な調査がなされている紛1”。その報告によるとこの地区　　が廊下型であるのを除いて、階段室型を基本としている。南日東町

は、天王寺、浪速両区にまたがる19ケ所の細民集積地区（新八十軒　　第1住宅では、5号棟が廊下型と階般三型の混合型であるほかは、紅

裏、桃の木裏、燗的裏、下駄屋裏等〉であり、その総面積は、1万　　旧型が基本である。北日東町住宅では、1号棟、3号棟が混合型で、

9，000坪、建築後20～30年を経過した庸朽変形した397棟1，200戸余　　2号棟は階殼二型となっている。この計画がモデル事業であるという

りの家屋が密集していた。そのため狭陰通路の他、空地もほとんど　側面からも、各住宅に特色をもたせようとした計画を試みたもので

なく、三宮設備も不完全であり保健衛生上憂慮すべき点も少なくな　　あるといえる。

かったという。そして昭和2年の不良住宅地区改良法の公布、翌3年　　（2）住戸計画

の内務大臣の地区指定をもって事業が着手された。　　　　　　　　　　住戸計画は、大別して1寝室（単身）型、2寝室型、3寝室型、そ

3－2　下寺・日東地区改良事業の計画概要1鱒｝19）ml　21圓　　　　　　して店舗（土間）型の4つ、そしてそれぞれの型の変形を加えると計

　この事業は、昭和2年より6ヶ年の継続事業として同7年度に完了　　36種類の平面計画がつくられている。また、それらは、6畳、3畳に

する計画であったが、土地、建物の買収に当たって、居住者と地主　　炊事場がつく当時の大阪の標準的庶民住宅である2，1列型平面構成

または家主との聞に複雑な利害関係が介在して価格の協定に著しい　　を基本的な型として計画されている。炊事場は土間となっているも

困難を生じ、17年度まで延長された。昭和4年、今宮住宅を皮切り　　のが多く、居室の床はコルクにドンゴロスをまいたものであった注

に不良住宅地区改良事業による大阪市営改良住宅が竣工した。鉄筋　　7）。

コンクリート造3階建19棟728戸（今宮住宅、下寺町第1住宅、北　　　また、南日東町第1住宅1号棟と、北日東町住宅3号棟の3階に

日東町住宅、雨漏：東町鯖1住宅）、木造瓦葺き2階建35棟146戸　　は、単身居住者用の住戸が計画され、共同トイレ、共同洗面所が設

（南日東町第3住宅、虚日東町第4住宅）が建設された。事業を進め　　置されている。北日東町住宅の単身住戸は中廊下にアプローチをも

るにあたり、木造瓦2階建ての仮住宅（下寺町第2住宅、宮津帰住　　ち、西側にも住戸を挟み込むように廊下が計画されている。

宅、甫日東町第2住宅、南日東町第5住宅）25棟144戸を建設すると　　（3）店舗付き住戸の計画

ともに、昭和4年に西成区東入船町に土地630坪を買収の上、一時収　　　住戸計画の中で特徴的な点の一つに店舗付住宅が計画に盛り込ま

容施設として今宮改良住宅を建設している（事業完了後は一部が地　　れていたことがあげられる。居住者の従前の暮らしを考慮し、店を

区内住民の住居にあてられた）　（表2）。改良住宅への入居は、抽　　もっていた者に対して、土間（みせ）をもつ店舗付住戸が計画され

選によって決められ、使用料は地区内居住者の生計を考慮し、でき　　ている。店舗付住宅は、下寺町第1住宅では幹線道路に面する1、2

るだけ低廉に定め、生活困窮者には使用料の減免もされていた。総　　号棟に、南日東2、3号棟および北日東1、2号棟に関しては南北に走

経費は6，199，209円で、半額を国庫補助とし、残りを市費負担として　　る住宅内幹線道路に面して計画されている。これらの店舗は、ウエ

いる（南日東町第工住宅においては、天王寺質輔鮒による）。　　　　ス屋（廃品布を裁断してポロ布をつくる仕事〉をはじめとする地区

3－3　団地計画とその特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　の生業を受けとめ、戦後のベビーブームには駄菓子屋が子供達の拠

（1）配置・平面計画（図1、2、3）　　　　　　　　　　　　　　点となり、今では、喫茶店が住民のサロンとして利用されているな

　本改良住宅は、下寺町筋と堺筋のあいだ、南北にはしる阪神高速　　ど、60年目時代の流れのなかでその業種も移り変わり、改良住宅

道路環状線（昭和40年頃までは高津入堀川であった）を挟み込む形　　住民の生活を支える重要な役割を果たしてきたのである。

表2　大阪市下寺地区改良事業による改良住宅および仮住宅の建設状況鋤

　　　　　　　　　　　　　　　　　改　良　住　宅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仮　住　宅
　　　　　今蜜　　　　　　　　　　北貝窟町　　南日寛町第1　　　　　　南日東町第3　南日寡町第4　　　　　　　　　　　　下棚2　　富潭町

構造　RC造3腿RC造3離RC造3鰍RC造3険　’1噺　描瓦葺2　木鞭葺2　　4耐　　計　木造麟2随木造瓦葺2　木造瓦葺2　木瀕葺2　月
一エ年月　昭和4年2月　昭南年栓月　昭瓢7年6月　　昭和8年2月　　　　　　　昭和9年10月　昭穐3年10月　　　　　　　　　　　　昭脚月　　昭秘隼6月　昭和7年8月　昭稀0年12月

敷地坪数　　648　　　2」Og　　　i　117　　　2，420　　6，294　　　1，031　　　1．507　　　2，538　　8，832　　　355　　　　296　　　　611　　　　287　　1，549

棟数｛槙〕3　8　3　519142135546　7　9　325戸数｛戸）　　78　　　　264　　　　126　　　　260　　　728　　　　60　　　　86　　　　146　　　874　　　　30　　　　30　　　　64　　　　　20　　　144

建坪｛坪〕　240　820　392　828　2・280　362　498　86。　3・140　128　　1｛珂　　286　　115　683
廷坪｛坪〕　　　704　　　　2，337　　　　1鎖121　　　　2，444　　　6．606　　　　　693　　　　　951　　　　1．644　　　　8，250　　　　　221　　　　　288　　　　　519　　　　　　246　　　　1，274

建築費｛円　　152、588　　　440019　　1ア9、051　　377、512　1」49．170　　67，346　　　92419　　　159ア65　　1308935　　14815　　　　25325　　　27814　　　　17795　　85749
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（4＞設備計画・付属施設計画　　　　　　　　　　　　　　　　　な特徴をもち、またどのように位置づけられるものであろうか。本

　設備計画においては、ガス、水道が完備され、便所も水洗であっ　　節では各事業を比較検討するため、事業地区の歴史的、地域的背景

た。また、傘たてや靴入れまでがビルトインされており、扉には覗　　からみた従前居住地の特性、改良住宅の計画的特性という2つの白

き穴や郵便入れが、各階にはダストシュートが計画されるなど、当　　性によって整理する。

時としては、モダンで最新の設備を誇った。その一方で、従前の生　　（1）従前居住地の特性

活スタイルを考慮し、カマドも備えつけられていた。　　　　　　　　　これまで不良住宅地区の成り立ちに関しては、主には関東大震災

　共有施設計画については、共同物置、共同作業場が設置されてい　　をはじめとした災害後の自然発生的な災害スラム、産業革命以降の

た。屋上は金網によって各階段室ごとに区切られ、共同物干し場と　都市開発にともなう都市人口の増加と開発周辺地区に形成された引

して用いられていた。また単身者用住戸のある南日東二二1住宅1号　　長屋の密集した都市スラム、そして被差別部落地区をはじめとする

館、北日東町住宅3号館の屋上階階段室ペントハウス部分には、共同　　住環境改善の遅延によってうまれた不良住宅密集地区の3つに大別

洗濯場が設置されており、直径約1mほどのモルタルのたらいが設　　できよう。事業化された各地区の特性をふり返ると、関東において

けられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は関東大震災後の都市の復興計画の中に位置づけられた災害スラム

　その他、当初の計画には含まれていないが、住宅建設後に地蔵、　　の改良が中心であり、名古屋、神戸では被差別部落における地区改

稲荷の社が作られている。下寺町第1住宅では、2－4号棟通路部分　　良であった。それらに対し、本研究対象地区は、都市開発によって

に地蔵、3－5号棟中庭および8号棟中庭には稲荷が、南日東町第1　広がったわが国最大の都－市スラムの改良を目的とするものであっ

住宅では、1－2号棟中庭に地蔵、3－5号棟中庭には稲荷が、そして　　た。

北日東町住宅では、2－3号棟中庭に地蔵がそれぞれ奉られている。　　　とくに、本改良地区はその対象地区面積、および建設された住宅

毎年5月と8月には住宅でお祭りが繰り広げられており、住宅の拠　　の規模においても最大であり、かつ地区改良を面的整備手法として

点として息づいている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考えるという点においては唯一のものであったといえる。

3－4　戦前改良事業と下寺・日東改良住宅　　　　　　　　　　　　　当時の大阪では「大大阪」構想以降、日本の中心産業都市として

　戦前全国7都市で実施された事業のなかで本改良住宅はどのよう　　の位置づけが強く意識され、長年形成されてきた問題居住地の改良

隷藩麟無撫1耀素霧壷漿，命

、・
e鰹糠卦ぬ＿☆指

継静聴難・・　　　…

　図1　下寺・日東地区改良住宅の住棟配置図　　　　　　　　　　図2　南日東町住宅1階の平面計画（現況図）

　　　　および周辺状況図

　　1号館北側西面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2号館西面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1号館南側西面

　　　　　　　噸　　　・　1・」　　　　・・　　　　　　　　　耳　　・
　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　・　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　閣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　01　　　5　　　10　　　　　　　20圃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3　南日：東町住宅！・2号館の立面計画（現況図）
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と都市開発は切りはなすことのできない事象であった。とくに本直　　所はL56カ所である。また、「出し家」取付け可能な開口部に対す

業が不良住宅地区改良をめざすモデル的な事業であり、かつ：地方自　　る「出し家」の数（出し家率とする）をみると、住宅全体の出し家

治体が主体となる改良事業としては初めての経験としてその力量が　　率は67．0％であった。表3は、住宅・建築形態別「出し家」の取り

試されるものであった。　　　　　　　　　　　　　　　　　付きの状況について、「出し家」取り付き数、出し家率を示したも

（2）計画的特性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のである。その特徴を形態的に整理すると以下のようになる。

　関東大震災以後、都市防災的な計画の必要性が高まる中で、建物　　　（1）住棟タイプ的特徴

の不燃性と耐久性をめざすうえで鉄筋コンクリート造建築は最適で　　　階段室型は比較的2方向への「出し家」増築が可能であり、出し家

あった。それは最先端の技術であり、設計および施工における技術　　率79．3％（593ケ所）であるのに対し、廊下型では、1方向しか可能

者は限られていたというのが現状であった。本改良住宅の設計は大　　でないために出し家蚕は46．6％（200ケ所）にとどまっている。

阪市建築課による渕。施工は、学校建築などの鉄筋コンクリート造　　　（2）階数別特徴

建築をてがけた経験をもつ建設会社が請け負っている鶴。　　　　　　階数が上がるごとに出し家数は減るが、出し家率は1、2階に比べ

　当時、東京では同寸会による一連のアパート建設が行われてお　　て3階では低いものの、ほぼ60～70％が「出し家」可能な開口部に

り、本住宅の計画についてもこれらの技術を踏襲していると考える　　「出し家」をしていることがわかる。1階階段室では取り付けが構造

のが自然である。しかし、①躯体構造について、同二会によるもの　　的に容易なことと住戸前（多くは設備国側）が閉鎖的である（共有

の多くが柱式であるのに対して本住宅では壁式である注ユ。）。②配置　　性が低い）ことから出し家率は非常に高くなっている（86．7％）。

計画について、同読会のそれが比較的大きな中庭を囲む配置である　　なお、出し家率が100％を超えている部分では、開口部以外に出し

のに対して、本住宅は小さな中庭注n｝や住宅道路を囲む配置であ　　家を増築していることを表している。

る。③大阪の標準的庶民住宅である2．1列型平面構成を基本とし、

かまどが設置されているなど、双方の計画に若干の相違がみられる　　　禰レパ．　　　舷擢　　　一型　　　漿蝦　　　　　凹型

れたといえる。本章では、「出し家」の実測甜）と居住者へのビア　　　　　　図4　「出し家」タイプ1形態別分類図

リングをもとに、その特徴について述べる。

4－1　出し家タイプ（図4）

　r出し家」の形態はその構造上の問題から建築形態に影響を受け

る。基本的には、開口部に取り付けられ、バルコニー・窓枠等に

よって支持されたキャンチレバーのタイプであり、住戸内部からは

50c皿程の段差ができる。タイプを構造的に分類すると、バルコニー

支持によるキャンチレバー型、1階店舗のバルコニーや中庭倉庫、そ

して下階の「畠し家」部分に乗せて支持した置き型・1階の接地型　写真1：「出し家」による増築　　　写真2：「出し家」による増築

（住宅、店舗）の3つに分類できる。その他、　「出し家」の連結状　　　　　　く変容前〉　　　　　　　　　　　　〈変容後〉

況によってみると、単独のものと上下階や左右の住戸を「出し家」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表3　住宅別出し家数および出し家率
で連結した連結型に分類できる（写真1、写真2）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出し家数〈ヶ所〉／出し家率
　材質は、構造体にベニヤを貼り、仕上げ材として板、ベニヤ、力　　　　　　　　　　階段室型　　　　　廊下型　　　　　　計

うーベニヤ、鯉トタ・、カラートタ・・またはモ・・タル等を使用　．。1臨穆：謙　］111驚；ll癒

している。とくにこれらの増築は、主に住戸の修繕とともに行われ　　　　　　3階　　127　8Z5％　　12　70．6％　　139　808％

ており、その工事は主に繊に住む「かちわり大工・門が謝　　糟41111：畿　ll　l鱗lll　l畿

負ってきた。そのため、「出し家」は比較的同一の形状となってい　　爾日出　2階　　20　45・5％　　32　35・2％　　52　38・5％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3階　　　22　36．7％　　　28　　38．996　　　50　38696
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、　　　　　　71　　　46、ア％　　　　133　　　40．896　　　　204　　42．7％

4－2　「出し家」の取り付きおよび数量とその特徴　　　　　　　　　　　　1階　　　47　979％　　　8　333％　　55　764％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北日東　　2階　　　41　93．296　　　13　65．0％　　　54　84，4％
　全住戸数650戸に対して「出し家」をしている住戸は507戸、「出　　　　　　3階　　　33　75．0％　　　6　42．g％　　39　672％

嫁」総数793ケ所であ・た注工。・一戸当たりの平均「出し家」箇　。”　ill　ll：1藷、1乙1識｝書1畿
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（3）住宅別特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図6に出し家接続の特徴〈接続タイプ〉、図7に用途別の出し家

　階段室型が基本形態である下寺町第1住宅が最も出し家率が高く　利用状況の事例を示す。これらをみてもわかるように、現在では比

（86．3％）、廊下型を基本とする南日東町第1住宅では出し家率が　　較的余裕のある使われ方をしていることがわかる。とくに1階に関

低い（42．7％）というように、住棟計画の特徴がそのまま住宅別特　　しては、空間的に出し家接続が容易なことからバリエーション豊か

徴として表れている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　である。また、居室をより広く使うために、出し家を問仕切らずに

4－3　「出し家」の接続とその用途、使われ方　　　　　　　　　準居室として利用する役割をも生みだしている。本改良住宅におけ

　図5は住戸からの「出し家」接続の流れを示すものである。．基本　　る「出し家」は、建築空間的特性に依拠しながらも、単なる空聞的

的には、出し家による増築は、出し家の接続場所（主・副・設備　　な多様性にとどまらず、住まい方に対しても様々なバリエーション

室）、形態、そして居室との関係によって分類できるが、その接続　　を生みだしていることがわかる。

の仕方によって、用途に違いが現れている。その特徴を以下に述べ　　図8に出し家取り付き室別用途の変遷を示す。出し家用途の全体

ていく。まずヒアリング調査対象住戸の80．8％が出し家をしてお　　的な特徴をあげると、居住人数の最大時には、子供室となることが

り、主室側につくものが62．3％、汗性側54．3％、設備回船26．5％で　　多かったものが、現在では、準居室、居室、そして納戸としての利

あった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用がされている。また取り付きの部屋（王室、副室、設備室）に

　また、出し家は、単独で一空間（一機能）として利用しているも　よって出し家用途に違いがあり、主室取り付き出し家は、準居室と

のと．、接続室と出し家を間仕切らずに一体的に利用しているものに　　しての利用（化粧室、仏間）が多く、明室取り付き出し家は、おも

分けられる（後者を準居室として定義する）。　　　　　　　　　　　にDK：的な拡張や納戸として、また設備口取り付き出し家は台所、風

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隅肉接旧型

巨悪欝：重藤墓一塵難i一冊｛葺
　　　　　灘墓．・・型・・鵡　塾長＿。訓．．．…赫一’却一．『’預。…

　　　　　　　　　図，「出、家」＿れ欄プ…正項崇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S2　　　　　’差し：1．　d

　　　　　　　　　　　　　　鶴　　　　　　…一一一　冒…ゼ‘裾L．－”ン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　ぼほ　　　　　　　　　　コ

爵・＿＿三二二二二二二二二二二二二瓢三山ニ口調ニニニ三ニニニニ｝…一瞥備考呂臨羅論翻階留i購数字職示・・

　接続
　　　　　　　5：下寺住宅、r「：南日集住宅、kl北日東住宅、数字は単数、口は「幽し康」を示†。

　　　　図6　「出し家」接続の特徴く接続タイプ〉由5》　　　　　　　図7　「出し家」の利用状況く平・断面図用途別事例〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一241一
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呂』讐諜畿船難・で示・慰寡易諸部屋黙臨室臨．
れている当時と比較し、その変化をみる。まず特筆すべ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一き点は、昭和40年の住田論文調査以降、出し家建設の

環境が大きく変化していることである。今回実施したヒ　　主MAx　．1　　　　　　　、　　　　　　　．16，3．．．　1、1　33

アリング調査によって出し家建設年次を聞いたところ　　室粧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　99
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6」　4．0　　　　202　　　　　　　　23．2　　　　　　　　　　　　29．3　　1、01．09．13，03．
　（図9）、昭和40～44年では8．8％であったものが、昭

和45年以降21．9％と急増している。これは、第2次ベビ　　副MAx　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　28

一ブームの到来を前に出し露点が盛ん1・行われ、それ室。。　　　　a3　　　　｝、・……＆Z17’176

と同時に当時老朽化の激しかった出し家の修繕改築も盛　　　　　2’613’2　　10’5　　　　32－9　　　　　17「1　　6’62▼611’82’6

んであったことがうかがえる嵐7〕。　　　　　　　　　　　設MAx　　　　　　　　　　　　ili…｝…；…i…i鯨　　　　　　　　　　　　　g

・た、用途・・関・て昭和・・年当時・比較す・・墾…　　象・1・…・…・…・…・…・…・…………………・　i…1・…11’1222　22243

　（表4）盗18）、寝室と勉強部屋（子供部屋）が出し家用　　　　　47．93　　　　30’2　　　　　　　32’6　　　　7幽0　7’0　9’3

途の3．6．9％を占めていたものが今では10．8％へと減少　　　MAX　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…i…i　　　　　　　70

し・かわ・て居室お・び準居室的騰が29・％辞め・㌔在1λ1　　3a6　43、1、1…1、，畢ll、1443λ1114218

ようになっている。これは、昭和40年当時の出し家の　　　　　377，412．8　　　23．8　　　19，3　　8．7　　7，8　9．62．74．1，ヵ所

要求が、居住人数の増加にともなう食寝分離意識の現れ

であったものが、現在では余裕室として個室化や部屋の　　　　　　　　　　図8　出し家取り付き室別用途の変遷

拡張を目的としたものが多くなったと考えられる。その　　　　　　　　　　　〈MAXは居住人員最大時を示す〉

他の特徴としては、浴室の割合が2．7％から6。0％へと増

加していることがあげられる。時代の流れの中で、居住

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0510152025者は住戸に浴室をもたないという戦前の住戸計画、いい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈数鮒〉

かえれば生活の変化に対応していない住戸に対する不満　　　　　昭和24年以前　　　3（2’6》

をもっていた。そのような状況のなかで、出し家接続ブ　　昭和25年～昭和29年　　　　　　　8伽）

一ムをきっかけに浴室として出し家を設置したと考えら　　昭和30年～昭和34年　　　　　　　7く6、1）

れる詫！9’・　　　　　　　　　　昭和，5年一昭和39年　　　　1。、。、，
　以上の状況からも、本住宅では昭和45年以降の出し家
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和40年～昭和44年　　　　　　　　　　　　　10〔8釦
更新にともない、居住環境整備がかなり行われたととら
えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和45年～昭和49年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25〔2佃

4－4　出し家の規模と居住密度　　　　　　　　　　　　昭和50年～昭和54年　　　　　　　　　　　　　　　　18（，5勘

　以上述べてきたように、「出し家」は、各世帯のライ　　昭和55年～昭和59年　　　　　　　　　　　　　　16（14・。》

フステージに柔軟に対応する緩衝的な部屋としての役割　　　昭和60年＿平成1年　　　　　　　　　　　12（1。5）

を担ってきたことがわかる。この節では・　「出し家」の　　　　　平成2年以降．　　　5（婦

実測をもとにその規模を算出し、空間的特徴を把握す

る。さらに・居住人数の最大時と現在との比較から・　　　　　　　　　　　　　図9　出し家の建設年代

「出し家」がどの程度の居住密度の緩和に役立っていた

のかを分析する。

　表5は、住宅および階別の「出し家」の規模につい　表4　昭和40年と平成5年の出し家用途の変化（下段は％）

て、取り付き室別および、建築形態別にその特徴を表し　　　　　　　　　　居室　　　　　台所　物璽　浴室　物干しその他不明　計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　居室　準居室　寝室　　供部屋　　　　納戸
たものである。これをみると、出し家規模についても、　　　　　　　　　　　　　8　　17　　1　16　　3　　5　　3　9　62

前節で述べた・の・同様・油性・左右・れているこ昭下寺一一1a戟@2乙1112ε14：＆1塁1111。竃：
とがわかる。　実測できた614ヶ所についてその出し家　　和南日東　一　　一　　31，0　34　34　17．2　0．。　。．0　103　3妬1。o．o

規模平均をみると、4．8m2（3畳程度）であった。　　　　　4。北日康　＿　　＿　　2論　　品　1話　2論　　。，1　1α1　1話　1α110認

その特徴を擁すると・基本的には出しやすさと規模・1気。一一2219526378211・
は比例している。各住宅において階数と建築形態別にそ　　　　　　　　　　　　19’8　1λ1　45　2a4　2’7　6’3　7’2　1＆910。’0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦1　　　　34　　　　　7　　　　　10　　　　　7　　　　26　　　　10　　　　　16　　　　　5　　　　　9　　　135
の特徴をみると、階段室型では主室側と副室・設備室側　　　　下寺　　＆1　252　5．2　74　5．2　19β　7．4　11♀　a7　6．7100．0

の・・所につく場合が多いがいずれもその規模は比較的護…1星1。11二．言1星1，ξ1。ぎ。1。31こ11。♂1

小さい・蔚型では主室側1・所のみつく場合が多くそ星北日東，。雪1。茸。1。1。2。豊。11。1．指11。♂1

の規模は相対的に大きい。また、階数が上がるほど、規
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27　　　　42　　　　9　　　　　16　　　　23　　　　49　　　　14　　　　21　　　　10　　　　21　　　232
模は縮小してゆくことがわかる。南日東町第1住宅で　　　　計　11・6　1a1　39　6・9　9・9　21・1　6・。　9・1　43　9」100。0
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は、2階部分の「出し家」が最も大　表5　住宅・階別取り付き室別「出し家」規模

きいものとなっているが、これは、　　　　　　　　店舗　　　　　主室　　　　則・般備歪　　　　その他　　　　　計

募具艇庫撚蟹鑑無難1騨難1鷲難1黙難球謹il離心
分出し家が大きく張りだせることが　　　　2借　　＿　＿　＿　2躰406543817鳳2053a292Z16　122．16480．7611gへ04

その理由であ・・また「その他」と；。趨，高論鼠慧離器器藩；ll濾…説諾鵜lil　ll器95
は、主室、設備室にまたがるいわば　　　廊下型　乳04　3　235129，ア6216．181砥56　521315a72　5　↑α74箆7．08348．74

各室を「出し家」によって連績して　小計砥1・・1・777。・・。17・・1651・桝1・・a61137加．1310・60141a563脳脚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1階　6．16　3　2．05　244．60　42　5．82318．0050　636　64、08　5　12．82632．84100a33
いるような場合等のことである。当　　衛　2階　　＿　　＿　＿　18＆餌　29　65。　6728　9　M8　8．80　1　a80謙；4．72　39　6．79

然その規模は大きくなるが、そのこ　　目　3階　　一　一　一　g1．娼　22416πIM　12ε42　752　2　a761ア脳　3648929

・よりもむし・醗型の出・家が2・寮 ｾ7謡；漏器基1：1：面癖1：：1認1亀瓢器：器；：ll
ヶ所3．4％もあり、かなりの面積を　　　小計　6．16　3　2．。55247296547僻．32716518a40　51608107a60198　a42

拡張してい・（・…％）・・が樺。1薯酬壁8：：：1：1：；：郡：：1：1：1：零：：：11：：：1欝；：：：1；

すべき点であろう。　　　　　　　　日　3階　　＿　一　一　19，40　101餌　21．72　14　t55　252　1　Z52楽3β4　ゐ　t75駅5

　また、　「出し家」によって、どの　　東階段室型¶79酪　9　19髄　5α88　20　254127・72．40　歌19　3加　　1　3・60翫31・7670517

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廊下型　　O．28　　1　028　77，00　18　428　744　　2　3．72　2．52　　2　1．26　8ア．24　23　3．79
程度の居住密度の三和がなされたの　　　　小計　17g，1舛　1。1乳g8127．8838　a37135」642　a22　612　3　2。444g，。。　g3483

かを明らかにするために、「幽し　　　計　　2唱，1234乳1813604。3餌4、旧111α3225543522432211α68293g．16614479793

家」の有無による居住密度を入居

時、最大人数時・現在の各密度および最低居住水準を指標として比　　　　　　　　　　　　　　　A

較する（図10）。まず、入居時にすでに高密度（3・68畳／人）な　　　　　　居住密度く畳／人＞　8．00畳’人　　居住人数

居住形勲持・ていたことや、雛人数駄時1・は・居住轍・・83　　＿靴鶏　　　Al。轟．，
畳・入・・出・家によ・て・．56畳・人・・緩和・れているこ・がわか・　　　粟難，，丘00　Bl。瓢．，

（25・8％の㈱）・しかしそれでもなお・麗居住水準には届いて　　　　　・　　Cl。票奮1，人》

いないことからも居住人数最大時の住宅難が厳しかったこと、およ

び出し家増築の必要性が切実であったことが明らかである。現在で　　　　　　　　　　　　　　・00

は、逆に居住人数の減少とともに、かなり余裕のある水準へと移行　　　　　　　　　　　　　0

していることがわかる（5．56畳／人～7．ユ4畳／人）。しかし、住戸規

模が小さいため、出し家は居室と一体化して居住者にゆとりを与え

る役割を果たしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c　　　　　　　　　　　　　　　　　B

5．まとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図ユ0　居住密度の変遷

　本論文をまとめると以下のようになる。

　　（1）戦前の各地区で行われた改良事業の経過と比較すると・本丁　　域の生業を受けとめる店舗付き住戸の計画や付帯施設として倉庫が

業は、都市貧困層に対する社会福祉的な側面を強くもちながら住民　　設置されている。その他、住宅内に地蔵や稲荷の祠が設置されるな

の自律をうながす事業のあり方を模索するモデル的な試みであった　　ど、従前の生活規範を考慮した計画が行われている点が特徴的であ

ことがわかる。とくに大阪の下寺・日東地区は、不良住宅地区改良　　る。これらをみると、当時の同潤会をはじめとする前例の計画技術

法公布出初めて指定された地区であり、日本でも有数の大規模不良　　を踏襲しながらも、大阪の独自性をもたせた先駆的な計画であると

住宅密集地区の再生をかけた最大規模の事業であった。大阪におけ　　評価される。

る社会事業施策の経済保護事業の一環として、かつ大阪市の都市計　　　　（3）各住戸開口部から無数に突きだしたギ出し家」は、本改良住

画（都市整備）の一環として実施された。住宅建設に際しては・ス　　宅をとりまく環境を決定的に変容させている。　「出し家」の接続に

ラムクリアランスを目的としながらも綿密な居住者実態調査をもと　　関する特徴をみると、出し率とその規模については空間的特性に大

に、社会福祉施設の建設をはじめとする保護事業とともに一体的に　　きく依存するものとなっている。階段室型に比べて廊下型の方が出

進められているなど、本事業は、戦前の大阪における重要な都市住　　し家率は低いが、その規模は大きく、階数が上がるほど出し家率は

宅・都市計画事業として位置づけられる。　　　　　　　　　　　　低くなり、規模も小さくなる傾向がある。また、「出し家」接続タ

　　（2）住宅計画上の特徴については、鉄筋コンクリート造（壁式）　　イブ（主室接続、副室接続、設備室接続）をみると、その複合タイ

公営改良住宅としてはわが国初めての試みであり、当時の技術の粋　　ブを含めて大きく分けて7つに分類でき、その変則タイプ（連結型

を結集して建設されている。囲み型の配置計画や廊下型を基本とし　など）を加えるとそのタイプは一気に増える。とくに1階部分で

た建物計画によって、プライバシーや地域コミュニティの保護をめ　　は、空聞的に接続が容易なことからパリエ．一ション豊かである。

ざしていた。また、住戸計画においては、大阪の庶民住宅である2．　　（4）「出し家」用途の変遷については、居住者がそのライフスタ

1列型平面をもとにし、各住戸にはカマドも設置された。そして地　　イル、およびライフステージにおいていわば緩衝空間として利用し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一243一
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ている実態がうか嵌た・出し家用途の全働な糖をあげると・　戦禍婁婁襟毅撫議論終騰3鎌
基本的には接続場所と規模によって限定されるが、講衆人数の最大　　　　があるから歪ある。本研究全体として実施した実態訓査としては・ヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アリングを兀にした①家族構成の変容と出し家を含めた住み方訓即
時には、子供室となることが多かったものが、現在では準居室（接　　　　　（住戸改善経歴）、②外部空間の利用を把握するための共有空問の占

続室と出し家を離切らずに一体的に覚して・・るもの）、腱、　魏悪篤箔難目無灘奢笛野畑謙あ藩

そして納戸としての稠がされてい・・また取り付きの部屋によ・注、）笑穰繍幽晦にと。て、消極的幽閑勲、積極的妨鱒

て出し家用途に違いがあり、主旨取り付き出し家は準居室としての　　　　へと推移する重要な時期にあたる。その後、救護、職業・経済・児
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　童、医療、各保護事業と社会教化および軍事援護事業へと整理されて
利用が多く、副室取り付き出し家はおもにDK的な拡張や納戸とし　　　　いく。

て、また灘室取り付き出し家は台所、風呂、倉庫として利用され注5）叢露麟唐翻娠畔編蕩纏野冊建謹難

てい・場合が多い・　　　　　　　　　齢鞠、ε9解翻幽幽窩灘ぎ織蘇下官
　本改良住宅における「出し家」は、建築空聞的特性に依拠しなが　　　　学的で精密な把握が必要となってきた。そのような状況の中で活動し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていた訓査機関のことである。
らも、単なる空聞的な多様性にとどまらず、準居室という新しい用　　注6）中産階級以下の市民に対し、最も簡便な金融機関という目的のもとに

途を生み酎など、住まい方に対しても撫な・・リエーシ・ンを転注，）鵯墓講駒甥澱に。。。。、参教献、）。住。昌二。学位

みだしていることがわか・・　　　　　　　注、）搬蓄覆轍鍮。大阪市建築課。新名種知，よる。

　　（5）　「出し家」による住戸環境改善の変遷　　　　　　　　　　　　注9）下寺町第1住宅・北日東町住宅は淺沼組、南日東町第1住宅は松村組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が施工した。
　本住宅では戦後の出し家ブーム（板葺き仕様）の後、昭和40年　　注10）過度の背筋量等からみても、極度の安全基準で計画されている。

にかけて出し家は老朽化し註宅で・・居鹸境の悪化が指摘されて齢1謙寵轍雛解i講瀬野瑠盛報徳な出、

いた23㌔その後・離隔戯期と第2次ベビーブームの．なかで・　麹℃轟霧走灘麗瑠馨繍梨繧部脇ら騨
昭和45年から50年に2度目の出し家ブーム（カラートタン仕様）の　　　　概ねその状況は把握できた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注13）正式の大工ではない見習いの大工のこと。
なかで出し家建設が行われ、住宅の居住環境もそれにともなって改　　注ユ4）全出し家数793ヶ所のうち、計測不能な部分があり、とくにその部分で

善されている．それは、いわば銀を・よる自律的居住鐡の整備が　聖母欝些撮灘養鴇1臨く攣麟竺，讐颪認

行われたともとらえる・とができよう・　　　　　　器1，1ヒ暴翻巖綴職機二野二二鍬讐
　そのような流れのなかで、出し家による居住密度緩和の状況をみ　　　　　∫必要がある。　　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注15）計画平面には、本文3－2（2）で不すように36種類ものタイプが
ると、居住入数最大時に一定の緩和が果たせたものの充分な拡張に　　　　あり、これに出し家がとりつくことによってそのバリエーションは膨

はいた・ていない．しかし、離人数醐少した現在では、二二　　轟縫姦癌運耀騰朧器多嘗物鑛し幾奮

余裕がでてきており・出し家の醐も変化していることがわか・・注、6）撮訟、）鍬昭和、。年。調査で。、居室、準居室、。う分け

　現在、再び出し家の老朽化は進みつつある。「出し家」は全体的　　　　方はされていない。また・この論文では「出し家」を「突き出し」と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呼んでいる。
に安普請であり、構造上の問題や土地利用の混乱という点から防災　　注17）ヒアリング調査の際、その理由として「出し家建設に関する規制がゆ

上媚題を生み出しているといえ・．しかしながら他旅「出し　籍胎，1島ん書閑適蜜臨窺．の居儲が出し家離

家」にみられ二間利用・問題は・低所儲層の狭4・住戸居住とい注18＞饗妾罫2）で用いられた表3－2’26をもと｝＝・本山査結果とを組み合

う物理的限界における住みこなしの姿として、結，果的に原初的な居　　注19）当時・比較的設置しやすく・また経済的にも廉価なユニットバスなど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が容易に手に入ったこともその理由としてあげられる。
住者の住要求が表出するものであるともいえる。いいかえれば、出
し家は、住み手がライフスタイル、およびライフステージ・おいて鰭穐撹「住宅経営」r欝建築学25巻」昭和、年

独自に住み・なしてきた結果が空話・表出したものととらえるこ　ll騰論盤壁織麗魏。鐙瓢凝’論r同和

とができる。本改良住宅における出し家は、狭小住宅の居住密度を　　　　行政研究N。．1」部落問題研究所・昭和50年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）内田雄造「同和地区のまちづくり論」明石書店、平成5年
少しでも改善するという歴史的役割の多くはすでに終えている。し　　　5）佐藤圭二「都市貧困地区の再開発に関する基礎的研究」（学位論文）

かし、経年的居住のなかで自律的に出し家というシステ・をつくり　、）濃漿合住宅団地。変遷一鯨。公雑宅、まち。くり」鹿島出

だしてきたという本事例での事実は・獄の獅集合饒・おけ・　，）瀬瀬欝賂曲、おけ、齢鰍運営。関す。研究」（学位

課題の一つとして、スケルトン供給をはじめとした可変性のシステ　　　　論文）・平成9年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）　（財）同罪会「同潤会飛入年史j昭和17年
ムが模索されている現在において大きな示唆を与えてくれるもので　　　9）江東区都市整備部「21世紀スタイルの下町コミュニティタゥンー往

あると考える。　　　　　　　　　、。）董響野箪勘鞠訊鰭翻平成4年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）名古屋市建築局「事業概要・名古屋市建築局」平成4年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）　「生田川地域百年の歩み」神戸市生田川地区協議会、昭和59年ユ月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工3）　前掲書1｝、　8）

注14）前掲書1）、6）注1）甫日東住宅では、1997年12月に事業認可を受け、　「日東住宅地区改良　　　15）大阪市社会部「密閉地区居住者の労働と生活」労働訓査報告第36号、

　　　事業」として建替え事業が始められている。　　　　　　　　　　　　　　　大正14年3月
注2）住田論文は、時代的背景を含めて、不良住宅地区の問題性を虜らかに　　　16）大阪市社会部「本市に於ける不良住宅地区熊野」社会部報告第236号、

　　　した研究であり、出し家についてもぞうした視点からとらえている。　　　　昭和13年6月
　　　本論文では、そうした不良住宅地区の問題性があることはふまえた上　　　ユ7）大阪市社会部「本市に於ける不良住宅地区訓査」社会部報告第241号、
　　　で、居住者が自律的に住みこなしてきた出し家増築等の行為を積極的　　　　　昭和14年5月
　　　に評価するという視点から研究しようとしている。　　　　　　　　　　　18）　「昭和大阪市史　第1・2巻」昭和26年
注3）なお、本論文の関連論文として、　「下寺・日東改良住宅における60　　　19）浪速区創設三十周年記念事業委員会「浪速区史」昭和32年

　　　年におよぶ居住者特性と住み方・住空間変容に関する研究」、および　　　20）大阪市社会部「不良住宅地区改良事業概要」昭和12年3月
　　　「下寺・日東改良住宅における外部空間・共有空間利用とその占有化　　　21）山口正「大阪市の社会事業施設」　「建築と社会』第16集第5号、昭和
　　　に関する研究」を用意している。また、それらを含めた全体としての　　　　8年5月
　　　研究目的は、本改良住宅を歴史的に重要な都市計画事業として位置づ　　　22）新名種夫・中村寛・奥田譲・富士岡重一「大阪市における社会事業建
　　　け、復元実測訓査を含めて、建築史的、生活史的に記録保存していく　　　　設に就いて」「建築と社会」第16集第5号、昭和8年5月
　　　ことである。それは、歴史的建造物が場合によっては大正から昭和は　　　23）前掲書2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1997．年ユ2月ユOLI原稿受理，1998年6月10日採用決定）
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